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　町民の皆さまのご理解ご協力をお願い申し上げますとともに、新しい年が皆さまにとり
まして良い年でありますことをご祈念申し上げまして年頭のご挨拶とさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　伯耆町農業委員会長　　谷口　輝雄

　今後は、様々な情報を発信し、本町の農業を取り巻く環境が少しでも良くなるよう取り
組んで参る所存でございます。

　新年明けましておめでとうございます。
町民の皆さまには、益々ご健勝のこととお慶び申し上げますとともに、平素から農業委員

　さて、農業を取り巻く厳しい情勢の中、本町農業委員会では鳥取県農業会議が定めた
会の活動にご理解、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

います。これにより、町内の農地利用状況を把握することで、維持管理ができない土地
所有者への耕作者の斡旋、耕作放棄地の解消及び発生防止に努めてまいりました。

から農業委員会だよりを発行することとなりました。
　このような中で、広く農業委員会の活動を多くの皆さまに知っていただくために、今回

 農業委員会だより

新年のご挨拶

　上野ため池より大山を望む

「農地を守り活かす全県運動」をスローガンに、農地の一斉パトロール等の活動をして



伯耆町農業委員会
　任期　平成２３年７月２０日から平成２６年７月１９日

平成２５年春季農作業労働標準賃金協定表
　春季農作業労働標準賃金を次のとおり定めました。
　これを目安とし、お互いの話し合いにより取り決めを行ってください。

　農業委員会は、農業者の代表で構成される行政委員会で、農地の保全や有効利用などに向けた活動を行います。



!! 農地制度が変わりました !!
　　「農地法等の一部を改正する法律」が公布され、平成２１年１２月から新たな
　　農地制度がスタートしています。



一緒に出品したメンバー、スタッフ、留守の牛舎を
守ってくれた青年部、伯耆町、農協、県の関係者を

　伯耆町農業委員会では、町民の皆さまに委員会の業務と委員の活動を広くご理解いただ
けたらとの思いで、農業に関する広報誌として「農業委員会だより」を年２回発行する
こととしました。

　今後、皆さまに親しんでいただける広報誌になる様に、編集委員一同努力してまいりた
いと思います。

伯耆町農業委員会事務局までお寄せください。

広報編集委員
　委　員　堀尾　祐史、加川　賢明、永見　文夫、井上　祥一郎

　　　　　　　　第１０回全共長崎大会出品の私の目的は、牛の

　県共などとは異なり、全共に向うために費やす時間や労力は桁違いで、到底個人で向え

　　　　　　　　そして更なる成果は、列強県の数十分の一とい

　　　　　　　見方、作り方の検証でした。その意味で今大会の

ームが一丸となって臨み、好成績を得ることが実証できたことです。

るものではありません。
　今回の種牛５区、６区の好成績はチーム力の表れに他なりません。太りすぎは減点され
るため栄養価の低い河原の草を与え、毎朝毎晩の手入れや調教を繰り返してきたメンバー

　　　　　連絡先　62 - 0715（農業委員会事務局）

ることを願って止みません。

れ、伯耆町の伝統となり、次回の宮城大会以降さら

が最終審査時に合掌して祈り、序列が決まった時には涙している姿を見た時
「何より、このチームで戦ってこれて良かった」と胸が熱くなりました。

始め支援して下さった多くの皆さまに心より感謝い

　そして、今回のようなチームの組み方が受け継が
たします。

　町民の皆さん、農家の皆さん、身近な情報や紙面へのご意見ご感想などがありましたら

編集後記

　　　　　　　種牛の部第５区(繁殖雌牛群)の優等４席、第６区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い意志を持った出品者と、支援メンバーによるチ

　　　　　　　う母数しかいない鳥取県でも「少しでも上位に入
　　　　　　　るためなら、出来る限りのことをやる」という強

　本当にありがとうございました。

　　　　　　　(高等登録群)の優等３席という結果は嬉しい成果
　　　　　　　でした。

　委員長　車　睦宏

第10回 全国和牛能力共進会長崎大会に参加して

伯耆町谷川　　木嶋　泰洋

なる好成績を得て、伯耆和牛の名声が全国に轟き渡

上位入賞表彰

第５区優等４席入賞披露

(注) 全国和牛能力共進会は５年に１度開催され、和牛のオリンピックとも呼ばれています。
第１０回大会は長崎県佐世保市のハウステンボスにて、平成２４年１０月２５日から２９日の間で出
品牛の審査、成績発表が行われました。

次回の第１１回大会は、平成２９年に宮城県で開催されます。


